
令和６年１２月 全校朝礼 

おはようございます。 

１２月です。１年が経つのは早いものですね。                  

１２月のことを師走と言いますね。なぜ師走というのか？諸説いろいろありますが、

師走の語源で最も有名な説は，師匠の僧がお経をあげるために，東西を馳せる月と解

釈する 「師馳す（しはす）」です。12月になるとお坊さんがお経をあげるために走

り回るというところから師走という名前がついていると言われています 。先生も走り

回ることから「師走」ともいわれています。今日から三者面談が始まり、３年生の担

当の先生方は進路の書類の準備もしなければなりません。先生方だけではありませ

ん。年末は誰もが忙しい時期です。忙しいと人は些細なことでイライラしてしまい、

トラブルが多くなります。「イラっとしたら」深呼吸して、落ち着いた生活をしまし

ょう。 

さて、このような言葉を聞いたことがありますか？ 

「バラのとげの痛みは、指に刺さった者にしか分からない」という言葉で

す。                                

バラのとげは、ほんの小さなとげですが、その傷みはとても鋭いものです。

傍から見ていると、そんな小さなとげぐらいと思ってしまうことがあります。 

 小さなとげがあるのは、花だけではありません。何気ない言葉や行動の中に

も潜んでいます。ふざけたり、冗談のつもりの中で、誰かが傷ついている時に

「それぐらいのことで大げさだなあ」と思ったことはないでしょうか。 

 とげの刺さった痛みは、本人にしか分かりません。たとえ他人からは、取る

に足らないものに思えても、大きなダメージを受けていることもあるはずで

す。指に刺さるとげとは違い、心に刺さるとげは人それぞれ違います、自分は

何も感じなくても、他の誰かに深く刺さる可能性もあるのです。 



 今日は人権週間についてお話をします。人権週間は、毎年１２月 4 日～１

２月１０日の 1 週間になり、その最終日である１２月１０日が、「人権デ

ー」と定められています。日本で人権週間が定められたきっかけは、１９４８

年に開かれた国際連合の第 3 回総会です。その総会で世界の自由、正義及び

平和を守るため、すべての人民とすべての国が達成すべき共通の基準として、

世界人権宣言が採択されたことに由来します。 

 人権とは、一人一人が生まれた時からもっている「自分らしく生きる」権利

のことです。一人一人は、みんな違うように、全部同じ人などは誰もいませ

ん。人権週間とは、一人一人の違いを個性として認め合い、それぞれの良さを

うまく生かすことで、 お互いがかけがえのない大切な存在であることを改め

て理解する期間となります。 

 ２１世紀は「人権の世紀」とも言われています。そしてそれは国内の止まる

ことなく、世界基準としても必要な意識となります。世界には色々な文化、言

語、様々な暮らしがあります。その違いの中で生きている人たちは、みんな、

それぞれ、同じ「一人の人間」として、人権をもっているということです。 

 これから私たちが生きるグローバルな社会では、多様な人たちと協力し合い

ながら色々な活躍をできることが重要になり、そのためにはお互いの人権をし

っかりと理解して、認め合うことを実践できる力が必要になります。毎日の学

校生活、普段の生活の中で、自分自身の人権意識の高め、そして周りの人達を

も、巻き込む力を発揮してくれることを大いに期待しています。 

 


